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は
じ
め
に

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し

た
経
済
不
況
は
世
界
規
模
の
も
の
だ
っ
た
が
、
日
本
は
い
ま
だ
に
そ

こ
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
そ
の
影
響
は
様
々
な
方
面
に

影
を
落
と
し
て
い
る
。
大
学
で
学
ぶ
学
生
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、

学
費
支
弁
者
、
つ
ま
り
学
生
父
母
の
経
済
的
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て

中
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
以
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
か
、
近
時
、
大
学
に
お
け
る
奨

学
金
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
奨
学
金
の
本
来
の
目
的
は
、
学
費
の
助
成
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

学
問
・
研
究
自
体
を
助
成
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
現
状
で
は
、
給
付
あ
る
い
は
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
は
、
専
ら
学
費

に
充
当
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

一　

経
済
不
況
と
貸
与
奨
学
金
制
度

日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
、
四
年
に
一
度
、「
学
生
生
活
実
態
調

査
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
そ
の
調
査
年
に
当
た
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
前
回
調
査
（
平
成

一
八
年
実
施　

加
盟
一
二
三
校
、
サ
ン
プ
ル
数
六
、六
三
九
名
）
の

数
字
を
見
て
み
る
と
、「
自
分
の
経
済
状
況
」
に
つ
い
て
「
苦
し

い
・
や
や
苦
し
い
」
と
答
え
た
学
生
は
全
体
の
三
五
・
四
％
、「
あ
な

た
の
家
の
家
計
に
と
っ
て
、
学
費
は
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
」
と
い
う
問
い
に
「
負
担
に
な
っ
て
い
る
」
が
五
〇
・
九
％
、

多
様
化
す
る
奨
学
金
制
度　

―
日
本
大
学
の
場
合
―

唐
澤
正
実

（
日
本
大
学　

学
生
支
援
部
長
）

●
事
例
●
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「
や
や
負
担
に
な
っ
て
い
る
」
が
二
九
・
八
％
で
、
合
計
す
る
と
八
割

以
上
の
学
生
が
学
費
は
家
計
の
負
担
と
答
え
て
い
る
。
一
方
、「
奨

学
金
を
受
け
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
に
は
三
二
・
三
％
の
学
生
が

「
受
け
て
い
る
」
と
答
え
て
い
て
、
前
々
回
調
査
（
平
成
一
四
年
実

施
）
よ
り
三
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、「
奨
学
金
制
度

へ
の
希
望
」
で
は
、「
返
還
の
必
要
の
な
い
奨
学
金
の
充
実
」
が

四
九
・
三
％
で
、
前
々
回
同
様
約
半
数
の
学
生
が
給
付
型
の
奨
学
金

を
望
ん
で
い
る
。
冒
頭
の
経
済
不
況
は
平
成
二
〇
年
に
始
ま
っ
た
の

で
、
今
回
の
調
査
で
ど
の
よ
う
な
数
値
に
な
る
か
不
安
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
稿
者
が
勤
務
す
る
日
本
大
学
で
も
三
年
に
一
度
、
独

自
に
「
日
本
大
学
学
生
生
活
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い
る
。
対
象
は

学
部
、
短
期
大
学
部
、
通
信
教
育
部
の
学
生
で
あ
る
。
最
新
は
平
成

二
一
年
度
（
サ
ン
プ
ル
数
六
、〇
一
八
名
）
の
調
査
で
、
こ
れ
は
経

済
不
況
の
始
ま
っ
た
年
の
翌
年
に
あ
た
る
。
前
回
が
一
八
年
度
、

前
々
回
が
一
五
年
度
で
あ
る
。
こ
こ
で
や
は
り
経
済
に
関
わ
る
項
目

を
見
る
と
、「
保
護
者
等
か
ら
の
支
出
の
み
で
修
学
可
能
か
」
と
い

う
問
い
で
は
、
表
１
の
如
く
で
、
二
一
年
度
の
調
査
で
は
、
一
八
年

度
、
一
五
年
度
に
比
し
て
経
済
状
態
の
悪
化
が
明
ら
か
に
見
て
と
れ

る
。次

に
、
こ
う
し
た
傾
向
と
奨
学
金
制
度
、
特
に
日
本
学
生
支
援
機

表１

調査年度 修学可能 修学に不自由 修学継続困難
21 年度 58.0％ 24.9％ 13.9％
18 年度 63.7％ 22.9％ 10.5％
15 年度 64.5％ 23.0％  9.9％

表 2

年度 第一種奨学生数 第二種奨学生数 計（のべ人数） 前年度比
全学生数に
占める割合

21 年度 5,160 名 14,629 名 19,789 名 13.1％増 28.5％
20 年度 4,853 名 12,915 名 17,768 名 12.2％増 25.8％
19 年度 4,713 名 11,480 名 16,193 名  6.8％増 23.8％
18 年度 4,601 名 10,605 名 15,206 名  9.9％増 22.3％
17 年度 4,375 名  9,760 名 14,135 名  9.5％増 20.5％
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構
に
よ
る
貸
与
奨
学
金
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
は
サ
ン

プ
ル
に
よ
ら
ず
、
貸
与
実
績
に
基
づ
く
過
去
五
年
間
の
奨
学
生
数

（
学
部
学
生
の
み
）
の
経
年
変
化
を
示
す
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

�

表
２
に
よ
る
と
、
本
学
に
お
け
る
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生
の

数
は
年
々
増
加
し
て
い
て
、
二
〇
年
度
、
二
一
年
度
で
は
前
年
度
比

一
〇
％
以
上
の
伸
び
を
示
し
、
さ
ら
に
全
学
生
数
に
占
め
る
割
合

も
、
の
べ
人
数
で
は
あ
る
が
二
〇
年
度
で
ほ
ぼ
四
人
に
一
人
、
二
一

年
度
で
は
三
人
に
一
人
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
（
実
際
に
は
一
種
と
二

種
を
併
用
し
て
い
る
学
生
も
い
る
）。
こ
れ
は
、
日
本
学
生
支
援
機

構
の
貸
与
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
だ

ろ
う
し
、
本
学
だ
け
の
傾
向
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
経
済
的
な
不
況
と
相
関
す
る
傾
向
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
奨
学
生
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、
一
方
で
新

た
な
問
題
も
生
じ
そ
う
だ
。
こ
れ
は
貸
与
奨
学
金
の
宿
命
か
も
し
れ

な
い
が
、
借
り
た
奨
学
金
は
い
ず
れ
は
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
は
、
大
学
院
生
な
ど
の
場
合

は
、
一
部
返
還
免
除
制
度
も
あ
る
が
、
学
部
学
生
の
場
合
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
卒
業
後
に
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
。
利
息
付
き
の
第
二

種
奨
学
金
で
月
額
最
高
額
の
一
二
万
円
を
四
年
間
借
り
る
と
、
貸
与

総
額
は
五
七
六
万
円
、
二
四
〇
回
払
い
だ
と
返
還
総
額
は
約

七
七
五
万
円
、
月
額
約
三
万
二
千
円
を
二
〇
年
間
返
還
し
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
景
気
が
良
く
、
就
職
率
も
比
較
的
良
好
だ
っ
た
時
代
な

ら
さ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
た
な
「
就
職
氷

河
期
」
と
い
わ
れ
る
現
在
、
卒
業
と
同
時
に
、
数
百
万
の
負
債
を
抱

え
る
こ
と
は
深
刻
な
状
況
を
生
み
か
ね
な
い
。

と
は
言
っ
て
も
、
現
実
に
は
、
不
況
の
影
響
と
は
限
ら
な
い
が
、

家
計
の
急
変
に
と
も
な
う
緊
急
採
用
・
応
急
採
用
に
よ
る
申
し
込
み

は
、
適
宜
採
用
可
能
と
な
っ
た
お
か
げ
も
あ
り
、
本
学
で
も
そ
の
申

請
者
は
増
加
し
て
い
る
。

二　

日
本
大
学
の
新
設
奨
学
金
制
度

本
学
の
奨
学
金
制
度
は
、
日
本
大
学
本
部
が
所
管
す
る
全
学
を
対

象
と
し
た
制
度
が
七
種
類
、
さ
ら
に
各
学
部
に
も
そ
れ
ぞ
れ
数
種
類

の
学
部
独
自
の
奨
学
金
制
度
が
あ
り
、
全
体
で
は
七
〇
種
類
を
超
え

る
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
と
て
も
紹
介
し
き
れ
な
い
の

で
、
全
容
に
つ
い
て
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

前
項
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
学
で
は
、
学
内
の
「
教
学
戦
略

会
議
」
で
、
平
成
二
一
年
度
に
、
他
の
私
立
大
学
と
の
比
較
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
奨
学
金
制
度
の
見
直
し
と
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
に
、
本
学
の
給
付
型
奨
学
金
の
総
額
は
約

一
一
億
円
強
と
多
い
が
、
学
生
数
も
多
い
た
め
、
一
人
あ
た
り
の
支
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援
金
額
は
そ
れ
ほ
ど
多
額
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
一
人
あ
た
り

の
支
援
額
を
増
額
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
第
二
に
、
前
年
度
の

成
績
評
価
を
踏
ま
え
た
奨
学
金
制
度
は
、
本
部
所
管
の
日
本
大
学
特

待
生
制
度
（
二
年
次
以
上
、
約
一
％
の
成
績
優
秀
者
の
授
業
料
免

除
）
の
ほ
か
、
各
学
部
に
も
多
い
が
、
新
入
生
向
け
の
給
付
型
奨
学

金
制
度
が
少
な
い
（
五
学
部
で
設
定
）。
第
三
に
、
地
方
経
済
の
疲

弊
に
と
も
な
い
、
地
方
出
身
の
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
が
強
く
望
ま

れ
て
い
る
背
景
を
受
け
て
、
地
方
出
身
者
向
け
の
奨
学
金
設
立
が
必

要
で
あ
る
、
な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

そ
こ
で
日
本
大
学
で
は
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
全
学
部
向
け
に
、

「
日
本
大
学
エ
ヌ
ド
ッ
ト
奨
学
金
」「
日
本
大
学
桜
樹
（
お
う
じ
ゅ
）

奨
学
金
」
を
新
設
す
る
。「
エ
ヌ
ド
ッ
ト
奨
学
金
」
の
「
エ
ヌ
ド
ッ

ト
」
と
は
、
本
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
呼
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
入
学

時
の
成
績
優
秀
者
に
対
す
る
給
付
型
の
奨
学
金
で
、
年
額
三
六
万
円

を
支
給
す
る
。
採
用
予
定
数
は
全
学
部
で
一
〇
〇
名
。「
桜
樹
奨
学

金
」
は
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
以
外
の
地
方
出
身
の
新
入
生

向
け
の
奨
学
金
で
、
同
じ
く
年
額
三
六
万
円
を
支
給
す
る
。
採
用
予

定
数
は
一
五
〇
名
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
奨
学
金
の
特
徴
は
、
一
般

入
試
で
合
格
し
た
学
生
だ
け
で
な
く
、
推
薦
入
試
合
格
の
学
生
も
対

象
と
な
る
よ
う
、
入
試
形
態
や
種
別
に
応
じ
て
選
考
で
き
る
よ
う
各

学
部
で
の
採
用
数
が
設
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本

大
学
に
は
全
国
に
二
十
五
の
付
属
高
校
（
首
都
圏
十
二
校
、
地
方

十
三
校
）
が
あ
る
が
、
付
属
高
校
生
は
三
年
次
に
「
付
属
高
等
学
校

統
一
テ
ス
ト
」
を
受
験
す
る
。
付
属
高
校
か
ら
の
進
学
者
で
あ
れ
ば

そ
の
成
績
上
位
者
が
奨
学
生
の
候
補
者
に
な
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
学
部
で
は
、
入
学
後
に
基
礎
学
力
を
測
る
プ
レ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
他
の
推
薦
入
試
の
場
合
は
そ
の
成
績
も
参

考
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
二
三
年
度
に
新
設
す
る
奨
学
金
制
度
と
し

て
、「
日
本
大
学
ア
ス
リ
ー
ト
奨
学
金
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
三

年
度
入
試
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
体
育
推
薦
入

試
」
の
合
格
者
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
実
質
的
に
学
費
無
償
化
と

な
る
制
度
で
、
年
度
更
新
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
大
学
に
は
、

従
来
か
ら
体
育
推
薦
合
格
者
に
対
す
る
奨
学
制
度
が
あ
る
が
、
新
た

な
入
試
制
度
に
と
も
な
い
、
国
際
的
な
活
躍
が
期
待
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
に
今
回
新
設
さ
れ
た
。

三　

特
色
あ
る
奨
学
金
制
度

次
に
、
数
多
く
あ
る
本
学
の
奨
学
金
制
度
の
中
で
も
特
色
の
あ
る

制
度
を
紹
介
し
て
お
く
。

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
は
静
岡
県
三
島
市
に
あ
る
が
、
そ
の
地

理
的
事
情
か
ら
生
ま
れ
た
奨
学
金
制
度
と
し
て
、「
日
本
大
学
三
島
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後
援
会
特
別
奨
学
金
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、（
下
宿
補
助
）
と
（
新

幹
線
通
学
補
助
）
の
二
種
類
が
あ
り
、（
下
宿
補
助
）
の
方
は
、
自

宅
通
学
不
可
能
な
地
域
出
身
の
下
宿
生
に
、
春
期
・
秋
期
各
一
二
万

円
が
支
給
さ
れ
、
平
成
二
一
年
度
実
績
で
、
春
期
四
三
名
、
秋
期

四
九
名
が
採
用
さ
れ
た
。（
新
幹
線
通
学
補
助
）
は
、
遠
隔
地
か
ら

新
幹
線
通
学
す
る
学
生
を
対
象
に
、
や
は
り
春
期
・
秋
期
各
一
二
万

円
が
支
給
さ
れ
る
。
二
一
年
度
実
績
は
合
計
七
五
名
で
あ
る
。

日
本
大
学
文
理
学
部
は
、
本
学
学
部
の
中
で
も
一
七
学
科
と
学
科

数
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
奨
学
金
制
度
も
一
〇
種
類
以
上
に
及
ぶ
が

「
文
理
学
部
後
援
会
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
奨
学
金
」
は
、
文
理
学

部
が
主
催
す
る
英
語
・
中
国
語
・
留
学
生
日
本
語
各
種
弁
論
大
会
、

ま
た
公
的
機
関
等
主
催
の
入
賞
者
に
対
し
て
、
二
万
～
一
二
万
円
を

支
給
す
る
制
度
で
あ
り
、
英
文
学
科
、
中
国
語
中
国
文
化
学
科
、
国

文
学
科
な
ど
を
擁
す
る
文
理
学
部
な
ら
で
は
の
奨
学
金
と
言
え
よ

う
。家

計
が
急
変
し
た
学
生
が
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
緊
急
採
用
・

応
急
採
用
に
応
募
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
と
前
述
し
た
。
日

本
大
学
に
も
経
済
的
に
困
窮
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
の
奨
学
金

制
度
は
多
い
が
「
日
本
大
学
校
友
会
（
奨
学
金
付
き
教
育
ロ
ー
ン
）

奨
学
金
」
は
、
校
友
会
の
準
会
員
（
在
学
生
）
で
、
人
物
が
優
れ
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
学
業
継
続
が
困
難
な
者
が
、
そ
の
父
母
等
と
本

学
指
定
の
金
融
機
関
と
が
教
育
ロ
ー
ン
契
約
を
締
結
し
、
在
学
中
の

元
金
返
済
の
据
え
置
き
を
可
能
と
し
、
そ
の
間
の
利
子
相
当
額
を
校

友
会
が
奨
学
金
と
し
て
給
付
す
る
制
度
で
、
二
一
年
度
実
績
で
は

三
九
名
が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
部
で
も
家
計
急
変
者
向
け

の
奨
学
金
制
度
が
増
え
て
き
て
お
り
、
給
付
型
奨
学
金
で
は
「
文
理

学
部
奨
学
金
（
第
三
種
）」（
授
業
料
相
当
額
）、「
経
済
学
部
後
援
会

奨
学
金
（
第
二
種
）」（
三
六
万
円
）、「
国
際
関
係
学
部
奨
学
金
（
第

二
種
）」（
授
業
料
の
半
額
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
奨
学
金
は
給

付
基
準
と
し
て
「
不
測
の
事
態
発
生
等
の
経
済
的
事
由
」「
家
計
の

急
変
」
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
費
の
た
め
の
緊
急
貸

出
制
度
を
設
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
部
も
あ
り
、
今
後
更
に
こ
の

種
の
奨
学
金
制
度
は
増
加
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
医
・
歯
系
学
部
の
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
本
学

の
医
学
部
、
歯
学
部
、
松
戸
歯
学
部
に
入
学
し
た
学
生
の
う
ち
、
特

に
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
は
、「
教
育
充
実
料
の
減
免
」
制
度
が
あ

る
。
医
学
部
は
初
年
度
一
〇
〇
万
円
、
歯
学
部
、
松
戸
歯
学
部
は
初

年
度
三
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
減
免
さ
れ
る
。
二
一
年
度
は
三
学

部
で
五
名
が
減
免
措
置
を
受
け
た
。
ま
た
医
学
部
に
は
「
医
学
部
特

定
医
療
奨
学
金
」
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
は
医
学
部
に
在
籍
し
、
小
児

医
療
・
周
産
期
医
療
・
救
急
医
療
に
従
事
す
る
医
師
を
志
す
五
年
生

以
上
の
学
生
に
貸
与
す
る
奨
学
金
制
度
で
、
貸
与
額
は
六
〇
万
円
だ
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特集・経済支援 
が
、
返
還
免
除
制
度
が
あ
る
。

お
わ
り
に

日
本
大
学
の
奨
学
金
制
度
は
、
本
部
、
学
部
等
を
通
じ
て
、
こ
こ

数
年
、
毎
年
い
く
つ
か
は
新
設
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
も
本
学
出
身
だ

が
、
稿
者
の
学
生
時
代
に
は
、
学
部
学
生
対
象
の
奨
学
金
と
言
え

ば
、
二
年
次
か
ら
の
特
待
生
制
度
と
、
日
本
育
英
会
（
現
日
本
学
生

支
援
機
構
）
の
貸
与
奨
学
金
し
か
な
か
っ
た
（
他
に
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
記
憶
し
て
い
な
い
）。
稿
者
が
二
年
次
の
時
、
初
め
て

学
部
の
奨
学
金
が
新
設
さ
れ
、
給
付
額
は
一
時
金
で
六
万
円
だ
っ

た
。
そ
の
頃
に
比
べ
る
と
文
字
通
り
隔
世
の
感
が
あ
る
。
こ
う
し
た

奨
学
金
制
度
の
充
実
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め

の
経
済
的
負
担
が
、
い
か
に
重
い
か
と
い
う
証
明
で
も
あ
る
。「
子

ど
も
手
当
」
が
創
設
さ
れ
た
と
き
、
本
当
に
大
変
な
の
は
、
子
ど
も

が
高
校
、
大
学
へ
と
進
学
す
る
時
だ
と
思
っ
た
の
は
稿
者
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
国
や
地
方
自
治
体
に
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

人
材
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
新
設
を

是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
。


